













を明らかにすることに大きく貢献した （1） 。後者は、カール・マルクス（Karl Marx）やイマニュ
エル・カント（Immanuel Kant）などの哲学的考察をもとにグローバルな社会変革を求めるも















































































 （3） 英国学派の先駆者であるマニング（Charles Manning）に関する菅波（1979）の説明による。 
 （4） リアリストとして代表的なモーゲンソー（Hans Morgenthau）も、その著書  Politics among Nations （1948）
において、「ネーションは国家と呼ばれる法的主体によって外交政策を行う」と述べ、近代国際関係のアク
















際社会ではなく、主権国家とするよう強調した点があげられる（中野2011、Prantl and Nakano 
2011）。「保護する責任」の明文化は、一方で非西欧諸国の「社会化」として捉えられるが、他
方で、この規範がローカル化される過程で「保護する責任」というグローバルな規範を変化さ
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